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土地分類基本調査による林地土嬢図の活用

安 田 i草

土地うWi基本調査は，阻られた資源である国土町問先保全並びにその利湖町高度化に資す

ることを目的として国土醐査法(1951年)に基づいて行われています。富山県では1979年から

都道府県土地分割剖査を実施L. 1992年までに18~帽の調査が完了LまLた。闇査の成果は，

5万分の l図帽の地形分割函 表層地質図。土鳩匝1.聞斜区分図。水系谷宮j民国，および土地

帯IJ周現況図としては冊にまとめられています。

1 .土壌図の利用

この醐査で得られた成処は，土地の開艶にともなう環境アセスメントの基礎資料として利用

されることが多いのですが醐査当初円目的が主に農地町間尭慌全であったことから， 現在

進められている各極開尭計画の基礎賢料と Lて不十分なこともあります。 林地土後図について

いえば適地適木町判定基識の補助ヤ轟林管理のための施業基準の基礎資料として活用されて

きま Lた.近年，地縁規模の車境問題が注目され，地球埠曜化における森林の世割や酷性問等

による環境の変化が森林生態系へ!Jl.1'す影響が心配されています。その中でも猷性雨による環

境町酷性化の問題は重要で，特に各種土阜の組衝能的評価が必要とされています。このような

とき，縮尺5万分のl図幅で全県下町民地，林地に分布する土爆を全て表示しでありますから。

輯衝能に附する基礎的な情報としても惜期することもできます。 Lかし1 林地土i裂を扱つ場合，

土地分掴基本調査で作成された土壇園町土嬢分割単位が，私たちカ勾冒れ親Lんでいる林野土後

醐査の土j且分額とやや異なるため， その適用範囲を明らかιしておくことが必盟です。
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2 分類単位と林野土壊図への適用範固

民有林正直地適木調査 (1976~ 1978.í刊にみられるように 林野土出調査における土:J~分割は

土壌群，土壌亜群!土壌型，土壊亜型の4つのカテゴリ からなっており?図示単位は土災型，

土壊亜型が基本になっていま寸 。ー方， ゴ地分委員基本調査iよる土壊分却では 土壌統鮮とし 1

うカテゴリ がとり入れられ，作図単位となっています。闘えば，出色森林土出は，乾性。適

潤性。湿性の3グループの統群に位置アブけられています。この3グループは":'1'型のうち類縁
聞係の比較的措いものを一括Lた品因。つまり林野土壌型詐といった補助的単位であると解制

すればよいと思います。

褐色森林土を倒にLてもう少し詳しく説明します。描色森林土は!丘陵山地や山地の森林下

によく発達L，A層(腐植多遊離酷化物削)i在脱陪) B田嶋植芝。遊離酷化物等の制帽)

C層(土境のり材層)をもつことで特徴づけられる土液です。園lに示すょっに 富山県ι林

地ι 大部分は褐色森林土が占めています。 林野土壌調査では地形に対J. i:.~ L.た水分環境によって。

椎杭腐植の先進の蛭it各層の構造，色調などに特融のある差損:カ屯Zめられることから 出色

森林土を B，I乾性褐色森林土出，傾斜地型)， BIJ (乾性禍色森林土成，結件地型)， Bc (~~乾

性経j色森林土壌)， BD (i盛澗性褐色森林土t表)， BE (弱湿性嗣色森林土出/， Bド(叫性側色森林

土機)に細分Lています。土地分類基本割査では， BA， BllおよびBcを乾世制色森林 i波，

BD(d)， BIlを同色森林土!jt BEとB，を湿性嗣色森林土出と Lてやや大さっぱにまとめられて

います。しかし，この調査では，林野土壊では分類の要素にいれていない去回地質や岩組を分

割に取り入れて土臨統と Lて分割しています(表 1)。その結果，乾性払j色森林:U演や制色森林

土壊は'9の土爆続に。湿性補色森体土様は3土接続に区分されています。

表 i 土地分類基本調査の土模図の分葱じ慎位と適別範闇

土壌鮮 土壌統群 土壌統 適用範囲 1:1出掛)

岩府土

未熟 止

黒ボク土

芳、黄色土

高山岩屑性土壌

暗闇性未熟土壌

砂丘未熟土壌

黒ポク土後

赤色土壌

薬師

高i(:!
古志

揃葉山，鉢{犬。芦耕寺，品谷

細田，水谷

Er. 1m 

BI山 B1D{d) 

R， 
栂色森林土 乾性掴色森体土壌 栃丘，仏生寺，海老坂， 91i皮 BA，BB，Bc 

千羽， 八乙女，苛泊!水盤，牛首

ポドゾル

泥員 土

栃折，音川， 平林，八尾，御鷹

格捜!寺神，瀬戸，大岩，黒菱

嗣色森林土境 栃丘，仏生省海老坂!中i皮 BD(d)， BlJ 

千羽。八乙女，官出，水盤，牛官l

栃折，音川，平林，八尾，t勾鷹
栴檀。寺津，瀬戸大岩!需要

褐色森林土壌崎色系} 栃折 dBlJ(d)， dBD， dBE 

混性総色森林土壌 福山，小二又，桝谷 BE， Br 

位性ポドゾル化土壌負釣

湿性ポドゾル化土壌牛岳，有崎

泥炭ポトゾル 拙崎
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3.林地土壌の種類と分布の特徴

県内町林地に11¥現する主な土域的断面柱状回を凶2に示Lます。平野を取りまく中位段圧で

は間色合早林土や亦色。 f町色耳、同色森林土出!高i立段lf.では LliLl!坊色土Ijlが分布します。1'!1

1止段丘以lの斜耐ではよIJ.ボク土婦が/1¥現し 火山性で厚さ30-回cml3t皮の黒色のAII!がみられ

ます。そこではコナラ町二次林やスギ人工林が成立Lていますが，希にヒノキ町壮齢林をみる

ことができます。Si:r.剖霊山地町大部分は出色森林土で占められていますが 山地帯でみられる

泌色再休土に比べるとB層的土色に迎いがみりれ!存!文 明l立がやや高い軒慣があります。畦

山の凸形級斜地では 臣巣構造町岩遣した乾融制向のj:J.おが広〈分布L.越刊を昨むスギには
不向きなため不成績な造林地もみられます。

山地帯では出色再枠土円分布範凶は広〈。乾性尚色森林土曜は尾根の乾燥原境とよく対応L

て分布しますし 削也森林土壌は斜面小胆以下や削情などに分布Lています。土地生産力が高

いので制富謀からみた造林限界以内ではスキーの造林地となっています。i毎紘500mを越えると。

鎚せ足艇や風当たりが強く描宮の少ない出綾部では乾性ポドゾル化土筏が出現Lます。しかし，

山地帯上部の尾根地形では，椛官?が多〈長問問i釧到な環J克に置かれるため。乾性土埴の特置が

不明附なものも出現Lます。

山地情J前μの:毎肱!α)()m付近か勺i立。ま宮等

の多出な車3阜の~曹によって極性ポドノル化:1:.

壊が広〈分布 Lます。また，風雪が融Lく針楽

樹の成立できない環廃では，海抜12凹m程度で

も級制にF事業樹のわい性林がみ均れI そこでも

温性rドゾル化土岨が出現Lます。i1e棋士およ
び拠此ポドゾルは，緩斜面の溢似に山現L.立山
清柑台地では典型的なものがみられます。海仏

2回Om以上の高山帯?では目前山岩層性土!loゃハイ

マY林F町高山ポドゾル化土墳が出現し，これら

の分布域に綾Lて蕗斡地および受蝕土が現れます。

地市や水分環境ιより分類Lた土出盟とそこ
に生育する林分の成長松I廷がよく対応すること

図l 品山県の林地土獲の分布

から，スギやヒノキ符の主要遺体木を対銀と Lた材生産といづ面では。民有林適地直木醐査の

土蝿凶を者'1周Lた方が有効です。最近では材生慌の他に機々な世捌が森林に朋待され，その荷

価方法が求められています。例えI!.議林土模の保水機能や地表侵蝕防止といった土岐の物理

的性質や森林:I:.!loの水質ゆlt安定機能等の化学的性質を評価しようとする場合には盛地iii
木醐査の土康型に基づいた分割では完全に対応Lされません。このようなときには，土壌母材

等を分鎖的要素に加えた土地分割基本綱査円土雄図を利用することで解決できることもありま

す。このように目的によってzつの土場図をイ郎、分けるか，あるいは併川することによって利
mの範聞ば広くなります。しかし。総尺5万分の 11副帽といつことで その虫示域内相役には
凪採があります。

今1&.森紳士壌の問権能をより柑1主荷〈詳価するためには.嗣1<2.57)分のlき勺には縮尺

5午分の 1IID帽の:U耳闘の作成が必型となるでしょう。
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